
 

 

 

 

 

新学期をスタートして４か月が過ぎようとしています。新型コロナウイルス感染症

については５月より様々な制限がなくなり、感染拡大前までの日常が戻りつつありま

す。しかし、感染は引き続いて発生しており、予断を許さない状況です。そんな学校

生活でありましたが、皆それぞれの目標に向かって懸命に取り組んできました。 

皆さんがこの４か月間で取り組んできた経験は、将来につながる力となり目標達成のために役立つ

ものです。自分で考え、行動することが大切です。夏休みは、これまでの学校生活を振り返り、自分

の目標や進路について考える大切な期間です。自己実現のため、成長するための貴重な機会です。将

来の自分のために何ができるかを考え、充実した生活を送ってください。 

そして、別紙「夏休みの生活心得」を守り、感染症予防に努め、安全で充実した夏休みとなるよう

心がけましょう。 

薬物乱用防止講話 「誘惑に負けない！自分を大切にしよう！」 

７月６日（木）に、学校薬剤師の高島英滋先生を講師としてお迎えし、薬物乱用防止講話が行われ

ました。危険薬物の使用の恐ろしさや誘われたときの対処方法についてお話していただきました。 

危険薬物は一度でも使用してしまうと、人生を狂わせてしまうものであることや誘われたときにど

のように断るかなど、生徒自身にも起こり得る問題として、詳しい対処方法や断り方などを教えてい

ただきました。 

 講話後の生徒会長の話には、「危険薬物は一度でも使用して

しまうと、元の生活には戻れない怖さがあることが分かりまし

た。自分も使用しないことや仲間が困ったときには相談するな

どして、しっかりと断れるようにしたい。」という感想があり

ました。 

今後、自分で善悪の判断をしていけるように、今回の内容を思い起こし、危険なことから自分の身

を守れるようにしていきましょう！ 

 

第２回情報モラル講話実施 

第２回情報モラル学習を行いました。夏休みを前に、全学年共通で、Lineみらい財団の講師の方より「ネ

ットトラブル」を題材とした講話をしていただきました。思い込みからデマに発展してしまうこと。また、

メールやインターネット上に投稿する際には、相手の気持ちを考えることや、本当に投稿しても大丈夫か

考えることの大切さを確認しました。さらに、ワークシートを一人一人記入し、今後守っていく約束を確

認しました。インターネットは、非常に便利なものですが危険もたくさん潜んでいます。今回学習したマ

ナーやルールをしっかり守り、トラブルに巻き込まない・巻き込まれないよう上手にインターネットを利

用していきましょう！ 

 
 
 

 

生徒指導だより 
令和５年７月１９日

岐阜清流高等特別支援学校   

生徒指導部 



 

清流・夏の交通安全＆あいさつキャンペーン（夏の交通安全県民運動） 

夏の交通安全県民運動にあわせて、７月１０日（月）～１９日（水）の期間、生活委員、議員、ＭＳリー

ダーズの生徒が中心となり、夏の交通安全＆あいさつキャンペーンを実施しました。 

「自分から気持ちの良い挨拶ができた。」 

「交通安全の旗を高く掲げてアピールできた。」 

「大きな声で挨拶できた。」 

 生徒たちからは、たくさんの前向きな感想が 

聞かれました。挨拶当番のために、普段より早 

い時間に登校することは大変ですが、地域の交通安全へ貢献することの心地よさ、社会の役に立てること

の喜びを実感する良い機会となっています。地域に愛されるためにもこの活動は継続していきます。 

 自分から進んであいさつができるように、意識していきましょう。 

 

生徒主体の生徒会活動を目指して・・・ 

生徒会では、「より良い学校づくり」をテーマに取り組んでいます。「清流祭について」をクラスで

話し合い、議会でまとめ、スローガンや取り組む内容など、生徒が中心となって活動していくための

提案がありました。 

また、清流祭に向けて、今年度も生徒会代表者が７月の清流祭実行委員会に出席し、生徒の意見を

まとめたものを提案しました。これらの提案を受け、具体的な内容について検討しているところです。 

これからも、生徒自身が考え、より良い清流祭の実現に向けて取り組んでくれることを期待してい

ます。 

 

 

保護者の皆さまへ 

＝ 第 1回いじめ防止対策委員会報告 ＝  

６月２２日（木）に、本校にて第１回いじめ防止対策委員会が開催されました。外部より、弁護士

の安田様、臨床心理士の河野様、芥見南自治会長の清水様、ＰＴＡ会長の後藤さんに参加していただ

き、今年度の本校いじめ防止基本方針、いじめ防止に向けた年間活動計画、生徒の現状等について協

議しました。 

安田様からは「いじめは『誤解が解けたらいじめでなくなる』ということはない。いじめは最初、

軽いからかいから始めるので、広くいじめとして認知していくとよい。」ということを話していただき、

学校が初期の状況から迅速に適切な行動をしていくことが大切であると教えていただきました。ＰＴ

Ａ会長の後藤さんからは、「保護者としても何かできないかと感じている。同じことが繰り返し起きな

いようにしたい。」という言葉をいただきました。 

 本委員会にて協議したことを基に、全職員がより一層、保護者と連携し、いじめのない安心・安全

な学校となるよう生徒とともに取り組んでまいります。ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

★いじめ防止基本方針は、本校ホームページに掲載されております。内容について是非ご確認ください。 

 


